
最
終
的
に
竹
間
沢
・
藤
久
保
・
北
永

井
・
上
富
の
四
村
が
一
つ
と
な
り
、

三
芳
村
が
成
立
し
た
の
で
す
。

成
長
を
続
け
る
三
芳

　

合
併
時
の
三
芳
村
の
人
口
は
、

２
８
２
９
人
。
現
在
の
三
芳
町
の
人

口
は
お
よ
そ
３
万
８
千
人
で
す
か
ら

こ
の
１
３
０
年
の
間
で
約
13
倍
の
人

が
三
芳
で
暮
ら
し
て
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
成
長
を
続
け
な
が
ら
も
、
今
も
名

を
残
す
「
三
芳
」。
三
芳
村
が
誕
生

し
た
と
き
、
当
時
の
村
民
の
皆
さ
ん

の
瞳
に
未
来
の
三
芳
は
、
ど
の
よ
う

に
写
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
■

　

町
村
合
併
を
進
め
る
明
治
政
府

は
、
明
治
21
年(

１
８
８
８
年
）
に

町
村
合
併
標
準
を
設
置
。
合
併
後
の

新
名
称
は
同
規
模
の
町
村
が
い
く
つ

か
合
併
す
る
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
旧

名
称
を
う
ま
く
組
み
合
わ
せ
民
情
に

背
か
な
い
よ
う
に
、
合
併
各
町
村
の

旧
名
称
は
大
字
と
し
ま
し
た
。
三
芳

の
大
字
に
旧
村
名
が
残
る
の
は
こ
れ

に
由
来
し
、
昭
和
・
平
成
の
大
合
併

で
も
独
立
を
貫
い
た
証
で
す
。

　

そ
し
て
明
治
22
年(

１
８
８
９

年)

、
竹
間
沢
・
藤
久
保
・
北
永
井
・

上
富
の
旧
四
か
村
が
合
併
し
三
芳
村

が
誕
生
す
る
の
で
す
が
、
こ
の
四
か

村
の
合
併
は
最
初
か
ら
決
ま
っ
て
い

た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
連
合
戸
長
制
以
来
、
連
合
し
て
い

た
村
が
明
治
22
年
の
最
終
合
併
案
で

は
藤
久
保
・
北
永
井
・
上
富
・
南
永

井
で
富
永
村
を
作
り
、
竹
間
沢
は
坂

ノ
下
・
城
・
本
郷
・
亀
ヶ
谷
・
日
比

人
に
歴
史
あ
り
、
ま
ち
に
歴
史
あ
り
。

１
３
０
年
前
に
誕
生
し
た
三
芳
村
。

そ
の
裏
側
を
紐
解
い
て
い
き
ま
す
。

「
三
芳
」
誕
生
秘
話

昭和 34 年４月 25 日に広報みよしは誕生
しました。当時は B5のわら半紙に印刷し
たものでした。創刊号のあいさつの中で当
時の江原貞一第 25代村長は「村がどのよ
うに動き、どのような計画をもっているの
かということを村民の皆さまにお知らせす
るのは私共の責務と思い、広く皆さまの助
言をいただき村行政の参考にしたい」など
と述べています。

広報みよし創刊号

１三芳村役場。川越街道沿いにありました。２三芳村中央公民館。
３三芳村当時の藤久保の鎌倉街道。現在の唐沢小学校・三芳東中
学校前の道路です。４北永井にあった養豚場。

５  川越街道の藤久保交差点を東京方面から川越方面に見た写真。現在は
歩道橋がなく、当時とかなり印象が異なります。また、当時は右折レー
ンがありませんでした。

6今から45年前の丸富士商店会。三芳町と富士見市の境
に位置し、藤久保のくら寿司前から道路を渡り坂を下った
場所にあります。７現在の三芳小学校と三芳中学校の前の
通り。現在はこの路線は走っていない西武バスが通ってい
ました。８三芳村当時の川越街道。竹間沢の松並木が特徴
的です。杉並木は、アクロスプラザ前をはじめ今でもその
姿を見ることができます。

１

２

３ ４

写真で振り返る

村当時の三芳

三芳野と言うのは、芳野（美しい・うるわしい

野原の意）に接頭語の『み』( とてもの意 ) がつ

いたものと考えられ、とても美しい草原が広がっ

ているところの意味があります。平安時代の伊

勢物語第十段には、在原業平が武蔵の国へ行き、

ある女性に求婚しました。

三芳野のたのむの雁もひたぶるに

君が方にぞ夜と鳴くなる

業平返歌　我方によると鳴くなる三芳野の

たのむの雁をいつか忘れん

と、その女性の母が三芳野が出てくる歌を詠み、

この娘が住んでいたのが入間郡の三芳野の里で

あるとされています。

伊勢物語に「三芳野」

５  

6  
7 8  

ミ
ラ
イ
ノ
イ
ブ
キ

　
今
か
ら
約
１
５
０
年
前
。
明
治
維

新
が
起
こ
り
長
く
続
い
た
江
戸
幕
府

が
崩
壊
し
、
明
治
と
い
う
新
し
い
時

代
が
幕
を
開
け
ま
し
た
。

　
ミ
ラ
イ
の
息い
ぶ
き吹
を
感
じ
さ
せ
る
大

き
な
う
ね
り
の
な
か
、
三
芳
町
は
明

治
22
年
（
１
８
８
９
）
4
月
1
日
、

江
戸
時
代
か
ら
続
く
竹
間
沢
村
・
藤

久
保
村
・
北
永
井
村
・
上
富
村
の
旧

四
か
村
合
併
し
て
三
芳
村
と
な
り
、

現
在
の
町
域
を
形
成
し
た
の
で
す
。

　

で
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
「
三

芳
」
の
名
、
そ
し
て
三
芳
村
が
誕
生

し
た
の
か
。
昔
に
ち
ょ
っ
と
タ
イ
ム

ス
リ
ッ
プ
し
て
み
ま
し
ょ
う
―
―
。

明
治
時
代
の
町
村
統
合

　

時
は
明
治
11
年
（
１
８
７
８
）。

郡
区
町
村
編
成
法
制
定
以
来
、
明
治

政
府
は
全
国
の
町
村
統
合
を
進
め
ま

し
た
。
各
町
村
に
戸
長
、
副
戸
長
が

置
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
明
治
17
年

（
１
８
８
４
）
に
連
合
戸
長
制
の
下
、

い
く
つ
か
の
町
村
を
一
つ
の
役
場
で

と
り
ま
と
め
る
連
合
戸
長
役
場
が
置

か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
一
町
村
連
合
は
お
よ
そ
五
百
戸
・

五
町
村
を
目
途
に
、
三
芳
四
か
村
は

藤
久
保・北
永
井・竹
間
沢
村
が
針
ヶ

谷
・
坂
ノ
下
・
城
村
と
共
に
『
藤
久

保
村
連
合
戸
長
役
場
』
に
、
上
富
村

が
南
永
井
・
日
比
田
・
亀
ヶ
谷
・
本

郷
村
と
共
に
『
南
永
井
連
合
戸
長
役

場
』
の
も
と
に
置
か
れ
ま
し
た
。

今
も
残
る
独
立
を
貫
い
た
証

　
藤
久
保
村
連
合
で
は
藤
久
保
・
竹

間
沢
・
針
ヶ
谷
が
川
越
藩
領
、
北
永

井
・
坂
ノ
下
・
城
が
代
官
支
配
で
、

南
永
井
連
合
村
は
す
べ
て
代
官
支
配

地
。
連
合
戸
長
制
で
役
場
の
数
は
急

激
に
減
り
ま
し
た
が
、
町
村
数
は
さ

ほ
ど
減
ら
ず
、
こ
の
頃
の
埼
玉
県
内

の
町
村
数
は
１
９
１
３
で
し
た
。

田
と
共
に
柳
瀬
村
に
編
入
さ
れ
、
竹

間
沢
だ
け
今
ま
で
連
合
し
て
い
た
村

と
分
離
さ
れ
、
そ
の
う
え
飛
地
と

な
っ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
で
し
た
。

　
そ
こ
で
、
県
か
ら
独
立
町
村
編
成

案
を
諮
問
さ
れ
た
藤
久
保
村
連
合
戸

長
は
管
轄
内
の
「
町
村
議
員
総
代
人

及
重お
も
だ
ち立
タ
ル
者
」
に
意
見
を
求
め
た

そ
う
で
す
。

　

そ
の
意
見
は
編
成
案
に
対
し
て
、

「
竹
間
沢
は
新
村
か
ら
見
る
と
飛
地

の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
不
便
。
藤

久
保
村
と
耕
地
や
山
林
が
接
続
し
て

い
て
地
域
的
な
つ
な
が
り
も
あ
る
」

こ
と
か
ら
富
永
村
へ
の
合
併
を
強
く

要
望
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

三
芳
村
、誕
生
。

　
新
し
い
村
の
名
前
を
ど
の
よ
う
に

す
る
の
か
―
―
。

　

様
々
な
意
見
や
調
整
が
行
わ
れ
、

こ
の
地
域
（
現
在
の
川
越
市
を
中
心

に
坂
戸
市
南
部
、
ふ
じ
み
野
市
、
富

士
見
市
、
三
芳
町
）
が
平
安
時
代
の

伊
勢
物
語
に
登
場
す
る
三み
よ
し
の芳
野の

さ
と里
と

伝
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
新
村
名
は

「
三
芳
村
」と
な
り
ま
し
た
。そ
し
て
、


